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	応用
	抗原情報
	背景
	ドメイン: 免疫受容体チロシン阻害モチーフ (ITIM) と呼ばれる細胞質モチーフを 2 つ含みます。このモチーフは細胞応答の調節に関与しています。リン酸化 ITIM モチーフは、いくつかの SH2 含有ホスファターゼの SH2 ドメインに結合できます。,機能: 骨髄単球由来細胞の推定上の接着分子で、シアリン酸依存性の細胞への結合を媒介します。α-2,6-結合シアリン酸に優先的に結合します。シアリン酸認識部位は、同じ細胞表面上のシアリン酸とのシス相互作用によってマスクされる場合があります。免疫応答では、シグナル伝達分子の脱リン酸化を介してシグナル伝達を阻害する SH2 ドメインを介して細胞質ホスファターゼをリクルートすることにより、リガンド誘導性チロシンリン酸化に対する阻害受容体として機能する可能性があります。急性骨髄性白血病においてアポトーシスを誘導する（in vitro）。,オンライン情報：Siglec-3,PTM：Tyr-340のリン酸化はPTPN6およびPTPN11への結合に関与する。Tyr-358のリン酸化はPTPN6への結合に関与する。,類似性：免疫グロブリンスーパーファミリーに属する。 SIGLEC（シアリン酸結合Ig様レクチン）ファミリー。,類似性：Ig様C2型（免疫グロブリン様）ドメインを1つ含む。,類似性：Ig様V型（免疫グロブリン様）ドメインを1つ含む。,サブユニット：リン酸化されるとPTPN6/SHP-1およびPTPN11/SHP-2と相互作用する。,組織特異性：単球系細胞／骨髄系細胞。,ドメイン：免疫受容体チロシン阻害因子モチーフ（ITIM）と呼ばれる細胞質モチーフを2つ含む。このモチーフは細胞応答の調節に関与する。リン酸化ITIMモチーフは、いくつかのSH2含有ホスファターゼのSH2ドメインに結合できる。,機能：骨髄単球由来細胞の推定接着分子であり、シアリン酸依存性の細胞への結合を媒介する。 α-2,6結合型シアリン酸に優先的に結合します。シアリン酸認識部位は、同じ細胞表面上のシアリン酸とのシス相互作用によってマスクされる可能性があります。免疫応答においては、シグナル伝達分子の脱リン酸化を介したシグナル伝達を阻害するSH2ドメインを介して細胞質ホスファターゼをリクルートすることにより、リガンド誘導性チロシンリン酸化に対する阻害受容体として作用する可能性があります。急性骨髄性白血病においてアポトーシスを誘導します（in vitro）。,オンライン情報：Siglec-3,PTM：Tyr-340のリン酸化はPTPN6およびPTPN11への結合に関与しています。Tyr-358のリン酸化はPTPN6への結合に関与しています。,類似性：免疫グロブリンスーパーファミリーに属します。 SIGLEC（シアリン酸結合Ig様レクチン）ファミリー。,類似性：Ig様C2型（免疫グロブリン様）ドメインを1つ含む。,類似性：Ig様V型（免疫グロブリン様）ドメインを1つ含む。,サブユニット：リン酸化されるとPTPN6/SHP-1およびPTPN11/SHP-2と相互作用する。,組織特異性：単球系/骨髄系細胞。,
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	CD33ポリクローナル抗体を用いたNIH-3T3、KB細胞のウェスタンブロット分析。二次抗体は1:20000に希釈された。
	

	CD33ポリクローナル抗体を用いた3T3細胞のウェスタンブロット解析。二次抗体は1:20000に希釈した。

